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【会員・読者からの便り】 

 

■■■■■さま 
風薫る武器磨き合う人の世か 
 
■■■■■さま 
糸数さんの御奮闘を希っております 
会費及びカンパとしてお送りします 
 

■■■■■さま 
ほんの少々ですが、ご活躍を感謝致しております。 
 
■■■■■さま 
カンパです、少なくて申し訳ありませんが、ご笑納下さい 
 
■■■■■さま 
アメリカは軍事訓練をしたいなら、自分の国でしてほしいですね。アメリカに帰っても

らうよう言えない政府は情けないですね。いつもご苦労様、少しですみません。 
 
■■■■■さま 

爆心地の地区として連帯して頑張ります。（注－糸数けいこ沖縄共同候補への激励文） 
 
■■■■■さま 
講演をお願いしたまま大変失礼しました。今、この便りを書いている時にテレビは沖縄

での米軍ヘリの墜落事故を伝えています。本当に「沖縄・日本から米軍基地をなくす」

運動を強めなくてはならないことを痛感します。その点、平山さんの沖縄への思いは集

会への参加者には十分伝わりました。私もテープを聞かせてもらいましたが同感です。

今度のヘリ墜落を聞いて集会に参加した人は平山さんの話を思い出しているかもしれま

せん。 
平山さんの活動も今後ますます忙しいと思いますが健康にはくれぐれも気をつけて「基

地がなくなるまで死なない（死ねない）」の思いを実現してください。ありがとうござい

ました。今後もよろしくお願いします。 
 （追記）参議院選挙の結果は、久しぶりの前進でしたが、とくに沖縄の糸数さんの当

選は万歳です。こうしたことが全国に広がればいいのでが。 
 
会員数 ４５４名 
 
入会者  

岡田弘隆さん、木嶋日出夫さん、遠藤千佳子さん、稲葉耶季さん、鈴木ヒデヨさん 
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■編集後記 

 糸数けいこ沖縄選挙区共同候補が１人区で当選したことを始め、参院選で、大局的には、基地

をなくす勢力は、前進しました。しかし、議席数では、自民公明が圧勝しました。安倍内閣は、

気違いじみているとしか言えない、集団的「自衛」権合憲と言う憲法破壊、原発輸出再稼働、日

本の社会経済システムを亡ぼす TPP、消費税増税など米国追随の「戦争ができる国づくり」を推

し進めようとしています。矛盾は激化しています。矛盾は歴史の進歩の方向で解決されるもの。 

 ８月に、矢臼別演習場の平和盆踊りに参加し、沖縄海兵隊の傍若無人振りと防衛局の追随ぶり

を見、北海道新聞に表われた住民の怒りをひしひしと感じました。「沖縄のたたかいに呼応し、北

からの安保闘争を巻き起こそう！」がスローガンになっています。 

 日本沖縄の米軍基地はまさに「全土基地方式」。203の基地（以前本紙も、防衛省発表を真に受

けて 132 基地と発表しましたが、これは、米軍基地数を過少に見せるものなので、お詫びして訂

正します）が、119の「自衛隊基地と称する米軍基地」を含めて全土に存在し続けています。 

 人間の尊厳を守る上で最も重要な価値である主権、人権、地方自治権が 68年間も米軍によって

踏みにじられ、諸国民のそれを踏みにじっていながら、それを恥と感じなくなっている日本国民

の現状を変える闘いは、自覚した人々が繋がり合い絆を作る以外に道はないと痛感します。（H） 

 

 

 

 

 

 

金網越しに羽をたたむオスプレイ（平山基生写す） 


